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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第３区分
【発行日】平成28年4月7日(2016.4.7)

【公開番号】特開2014-170393(P2014-170393A)
【公開日】平成26年9月18日(2014.9.18)
【年通号数】公開・登録公報2014-050
【出願番号】特願2013-42003(P2013-42003)
【国際特許分類】
   Ｇ０６Ｔ   7/60     (2006.01)
   Ｇ０６Ｔ   1/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０６Ｔ    7/60     １８０Ｃ
   Ｇ０６Ｔ    1/00     ３３０Ｂ

【手続補正書】
【提出日】平成28年2月18日(2016.2.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２３】
　第５の発明は、第１から第４のいずれかの発明であって、マッチング判定部は、判定用
画像領域および参照用画像領域がｎ画素×ｍ画素（ｍ，ｎ：自然数）からなり、判定用画
像領域および参照用画像領域において、対称軸について線対称な位置にある画素の画素値
をＩ（ｉ，ｊ）およびＴ（ｉ，ｊ）とすると、
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２７】
　第６の発明は、第１から第４のいずれかの発明であって、マッチング判定部は、判定用
画像領域および参照用画像領域がｎ画素×ｍ画素（ｍ，ｎ：自然数）からなり、判定用画
像領域および参照用画像領域において、対称軸について線対称な位置にある画素の画素値
をＩ（ｉ，ｊ）およびＴ（ｉ，ｊ）とすると、
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９０】
　図６から分かるように、領域Ｒ１～Ｒ３のマッチング値Ｍ１の比率は、領域ｘのマッチ
ング値Ｍ１をＭ１（ｘ）と表記すると、
　　Ｍ１（Ｒ１）：Ｍ１（Ｒ２）：Ｍ１（Ｒ３）
　　＝１．００：１．０５：１．３１
となり、
　　（Ｍ１（Ｒ３）－Ｍ１（Ｒ２））／Ｍ１（Ｒ１）＝０．２６
となる。
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【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９２】
　一方、図６から分かるように、領域Ｒ１～Ｒ３の補正マッチング値Ｍ２の比率は、領域
ｘの補正マッチング値Ｍ２をＭ２（ｘ）と表記すると、
　　Ｍ２（Ｒ１）：Ｍ２（Ｒ２）：Ｍ２（Ｒ３）
　　＝１．００：０．８５：３．２０
となり、
　　（Ｍ２（Ｒ３）－Ｍ２（Ｒ１））／Ｍ２（Ｒ１）＝２．２０
となる。
【手続補正５】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項５】
　前記マッチング判定部は、
　前記判定用画像領域および前記参照用画像領域がｎ画素×ｍ画素（ｍ，ｎ：自然数）か
らなり、前記判定用画像領域および前記参照用画像領域において、前記対称軸について線
対称な位置にある画素の画素値をＩ（ｉ，ｊ）およびＴ（ｉ，ｊ）とすると、

により取得したマッチング値Ｍ１と、前記ばらつき度とに基づいて、前記判定用画像領域
と前記参照用画像領域とのマッチング度を判定する、
　請求項１から４のいずれかに記載の物体検出装置。
【手続補正６】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項６】
　前記マッチング判定部は、
　前記判定用画像領域および前記参照用画像領域がｎ画素×ｍ画素（ｍ，ｎ：自然数）か
らなり、前記判定用画像領域および前記参照用画像領域において、前記対称軸について線
対称な位置にある画素の画素値をＩ（ｉ，ｊ）およびＴ（ｉ，ｊ）とすると、
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により取得したマッチング値Ｍ１と、前記ばらつき度とに基づいて、前記判定用画像領域
と前記参照用画像領域とのマッチング度を判定する、
　請求項１から４のいずれかに記載の物体検出装置。
 
 


	header
	written-amendment

